
今月の聖句
「今日ダビデの街で、あなた方のために、救い主がお生まれになりました。」

ルカ２：１１
１２月は「師走」と呼ばれ、あれこれと忙しい月です。「忙」の字は心と亡ぼすの合意語です。忙し

いことは心に余裕がなくなり、うっかりすると心が亡ぼします。心しましょう。
１２月はまた、クリスマスの月でもあります。クリスチャンでなくても、家庭で子どもたちと一緒にクリスマ

スを祝う方が増えています。クリスマスには「メリー・クリスマス」という挨拶を交わします。このconguratu
「クリスマスおめでとう」の意味。正月に「おめでとう」の挨拶を交わすのに似ています。では、何がめで
たいのでしょうか。
第一、「おめでとう」は英語でコングラチュレイション（あなたに恵みがある）の意味です。
第二は「あなたの救い主」がおいでになったことです。「救い」とはキリストさまが現世も来世も平安

と感謝で過ごせるよう導いてくださるから「めでたい」のです。私たちが例外なく持っている問題は「人
間の罪」です。自己中心という罪。この罪をキリストさまがゆるし、あなたを天国（神の家族）に導いてく
ださいます。
第三は新しい国の完成です。人間は国をつくり、政治という手段を通して人のために奉仕する建

前を持っています。しかし、それは表向き。実際は欠陥だらけ。不平等、不正、災害、戦争、恐怖等
々。
キリストさまだけは人をうらぎらない。平和で公平な霊的国を建設し、あなたを迎えてくださいます。

前理事長 池田公栄

２０１７年度 年主題〈愛されて育つ〉
0･1･2歳児12月主題 「うれしい」 3･4･5歳児12月主題 「賛美」

月のねがい 月のねがい
◎クリスマスの雰囲気を楽しみながら、イエス様のお誕生を喜ぶ ◎クリスマスの意味を知り、楽しみに待ち祝う

◎保育者に見守られながら、身の回りのことを自分でしようとする ◎心を合わせて喜びや感謝を表現する

◎冬の自然に触れ、寒い冬でも元気に遊ぶ ◎社会や世界の出来事に関心をもち、自分たちにで

◎クリスマスの雰囲気を感じる きることを考える

小
さ
き
者
へ
の
賜
物

ク
リ
ス
マ
ス

例
年
の
如
く
、
あ
れ
や
こ
れ
や
で
日
々
追
わ
れ
て
い
る
う
ち
に
、い
つ

の
間
に
か
年
の
瀬
と
い
う
言
葉
を
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
年

も
、
共
に
ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
て
、
大
い
に
感
謝
で
す
。

日
本
語
の「
贈
り
物
」
を
表
わ
す
英
語
に
は
二
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

一
つ
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
そ
し
て
も
う
一
つ
は
ギ
フ
ト
で
す
。
プ
レ
ゼ
ン
ト

と
ギ
フ
ト
は
ど
う
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。
違
い
は
関
係
や
立
場
に
よ
る

よ
う
で
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
親
し
い
者
同
士
で
贈
る
も
の
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
で
、
目
上
の
者
か
ら
目
下
の
者
に
贈
る
物
が
ギ
フ
ト
の
よ
う
で
す
。

そ
う
す
る
と
、
お
世
話
に
な
っ
た
人
に
対
し
て
年
末
な
ど
に
贈
る
物
を

ギ
フ
ト
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
使
い
方
が
違
う
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

な
ぜ
な
ら
ば
、プ
レ
ゼ
ン
ト
は
贈
り
物
で
す
が
、
ギ
フ
ト
は
賜
物
と
い
う

意
味
だ
か
ら
で
す
。

皆
さ
ん
は
ご
存
じ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
つ
い
最
近
、
サ
ヘ
ル
・
ロ

ー
ズ
と
い
う
在
日
イ
ラ
ン
人
の
女
優
の
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
彼
女
は

四
歳
の
時
、
１
９
８
９
年
の
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
の
際
の
空
爆
に
よ
っ

て
両
親
と
十
人
の
兄
弟
を
失
い
、
彼
女
一
人
が
瓦
礫
の
下
か
ら
奇
跡

的
に
救
出
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
瓦
礫
の
下
か
ら
彼
女
を
見
つ
け
て

く
れ
た
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
救
助
に
加
わ
っ
て
い
た
二
十
歳
の
フ
ロ
ー

ラ
と
い
う
女
子
学
生
で
し
た
。
不
思
議
な
出
会
い
に
よ
っ
て
、
な
ん
と

一
ヶ
月
後
に
は
彼
女
は
フ
ロ
ー
ラ
の
養
子
に
な
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
事
で
フ
ロ
ー
ラ
は
実
家
か
ら
勘
当
を
受
け
、
婚
約
者
が
い
た
日
本

に
サ
ヘ
ル
と
共
に
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
婚
約
者
と
は

サ
ヘ
ル
の
こ
と
で
不
和
と
な
り
、
母
子
で
ア
パ
ー
ト
を
出
て
、
ホ
ー
ム
レ

ス
に
な
り
、
雨
が
降
る
と
公
衆
便
所
で
雨
宿
り
を
す
る
よ
う
な
生
活

が
始
ま
り
ま
し
た
。
小
学
校
で
サ
ヘ
ル
は
ひ
ど
い
い
じ
め
に
も
遭
っ
た
と

い
い
ま
す
。「
自
分
は
給
食
が
あ
る
け
れ
ど
、
養
母
は
食
べ
る
も
の
が
な

に
も
な
い
」
と
い
う
極
貧
の
中
で
高
校
に
行
き
、
大
学
に
進
み
、
専
門

学
校
で
演
技
の
勉
強
を
し
て
、
女
優
の
道
が
開
か
れ
た
そ
う
で
す
。

驚
く
の
は
こ
の
女
子
学
生
に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
フ
ロ
ー
ラ
と
い
う
若
い

女
性
の
行
動
で
す
。
幼
い
子
供
を
救
い
た
い
と
い
う
そ
の
一
心
で
、
自

分
の
大
事
な
人
生
を
一
人
の
女
の
子
に
捧
げ
、
家
を
、
そ
し
て
祖
国
を

後
に
し
て
、
言
葉
も
通
じ
な
い
、
習
慣
も
違
う
異
国
の
地
で
、
本
来
、

縁
も
な
け
れ
ば
ゆ
か
り
も
な
い
、
育
て
る
義
務
な
ど
何
一
つ
な
い
よ
う

な
子
供
を
育
て
上
げ
た
の
で
し
た
。
日
本
に
お
け
る
生
活
の
苦
労
は

筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
サ
ヘ
ル
に
と
っ
て
、
養

母
の
フ
ロ
ー
ラ
は
ま
さ
に
天
か
ら
の
賜
物
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

ク
リ
ス
マ
ス
か
ら
始
ま
っ
た
キ
リ
ス
ト
に
関
す
る
一
連
の
出
来
ご
と

は
、
天
か
ら
の
有
難
い
「
ギ
フ
ト
」
そ
の
も
の
で
す
。
そ
の
賜
物
を
思
う
と

き
に
、
世
界
中
の
迫
害
・
弾
圧
さ
れ
て
き
た
人
々
の
こ
と
を
思
い
起
こ

し
ま
す
。
今
も
こ
の
瞬
間
に
多
く
の
人
々
が
苦
し
み
の
中
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
弱
い
者
・
貧
し
い
者
の
代
表
で
あ
る
羊
飼
い
に
、
最
初

に
イ
エ
ス
の
誕
生
の
知
ら
せ
が
あ
っ
た
こ
と
に
、
大
き
な
意
味
が
あ
る
の

で
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
を
通
し
て
、
イ
エ
ス
の
降
誕
の
真
の
意
味
を
共
に
学

び
、こ
の
世
に
生
か
さ
れ
て
い
る
驚
き
と
喜
び
を
分
か
ち
合
い
過
ご
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
健
康
に
留
意
さ
れ
、
穏
や
か
な
年
末
年
始
を
お
過
ご
し
に

な
ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

園
長

１号認定児
入園申込み受付開始

１２月１日（金）
ご紹介を何卒宜しくお願いします！

１月の行事予定

９日（火） ３学期始園式(1号:午前保育)

１０日（水） ふれあいあそび

１８日（木） おゆうぎ会予行 ※弁当日

２７日（土） おゆうぎ会

２９日（月） １号振替休日（２・３号希望者）

３０日（火） １月生まれ誕生会

３１日（水） 持久走大会試走

１２月の行事予定

２日(土) クリスマス会(17:00~)
７日(木) ふれあい遊び

５日(火) もちつき大会

１２日(火) 12 月誕生会

１９日(火) 弁当日

２０日(水) クリスマスバイキング

２１日(木) 終園式（1号 :午前保育）

２８日(木) 御用納め（弁当日）

風が冷たくなり、あっという間に冬になりましたね。１１月から

体育館や玄関、保育室のいたるところが、少しずつクリスマスの

色に染まってきました。そんな変化に気づき心を弾ませてクリス

マス気分のお友だちです。

めいろうこども園のクリスマス会は、赤ちゃんから年長さんの

みんなで世界の始まりからイエス様お誕生を演じます。

みんなで１つのものを作りあげるためには演じることはもちろ

ん、待つことも必要だったり、小さい子どもたちにとっては雰囲

気や衣装に慣れていくのも大切なことです。１歳児はペアにな

るお兄ちゃんと自由遊びの時間に手を繋いで遊んだり、礼拝に

も参加して全体の雰囲気に慣れていけるようにしていきまし

た。衣装の帽子を嫌がる子がいると聞いて、自分でどの帽子が

いいか選ばせて、うまく被ることに成功。ほかのクラスの先生た

ちに「かっこいい！！」「似合ってる！」と声を掛けられ、とても

嬉しそうな表情を浮かべていました。

年長児と年中児はセリフや動きな

ど覚えることがいっぱい。役になり

きり、どんな気持ちでセリフを言った

らいいのかな？と先生に問いかけら

れ、自分たちで考えお稽古に臨む姿

はやはりお兄ちゃん、お姉ちゃんだなぁと感じました。

クリスマス会のお稽古を通して、さらに心も体もぐーんと成長

したように感じます。その喜びを子どもたちと感じながら残りの

２学期も楽しく過ごしていきたいと思います。

大河

何をするにもイヤイヤで

どう接したらいいのか？

今井和子先生の
「０歳児から５歳児行動の意味とその対応」より たとえば、「ごはんまだ食べたくないんだ。パズルがやりた
「１歳児 何をするにもイヤイヤ」 いんだね」といった具合に、子どもの気持ちを代わりに言葉

で表現してあげましょう。そのうえで、「でも、お母さんは
時間が遅くなっちゃうから、もう食べてほしいの。これだけ
やったら、食べようね」と、親の考えを伝えます。子どもは
要求が通らなくても、ひとりの人間として尊重されている、
気持ちがわかってもらえている、と伝われば、我慢できるよ
うになっていきます。

対応法 自己主張や長泣きはわがままではなく、混乱しているだけな
お互いに折り合えるところで約束をする ので、「困っているのね。どうしていいかわからなくなって

しまったのね」と、大人が待ってあげれば、気持ちが収まっ
この時期は、他者とぶつかりあい、自分の思っていることと てまわりの状況が見られるようになります。
大人の思っていることが違うことに気づくことが大切。 折り合いをつけることは＝会話をすること、のはじまりです。
また自分の要求が常に通るわけではないことを学ぶチャンス 親の考えをちゃんと伝えていくことで、人の気持ちを大切に
です。信頼できる大人とぶつかりあい、人との葛藤を切り抜 しよう、という心も育っていきます。
けることを知っていきます。かといって、自我が芽生えてき
た子どもに、「そんなこといっちゃダメよ」とか、「ちゃんと
いうこと聞きなさい」と、一方的に叱ると、単なる親子戦争
で終わってしまい、せっかく芽生えてきた自我の芽を摘み取
ってしまいます。まずはイヤイヤを受け止め、頭から否定し
ないで、なぜイヤなのかを理解しましょう。

悩み


